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Oi鋭意文み運転はさせない一段識を

問

w

φ

・
て
闘
聞
か
れ
ま
し
た
。
と
の
談
会
自
分
}
詩
悶
同
に
防
災
時
休
次
の
よ
う
な
鵠
臨
時
以
安
品
問
恥
伎
の
ぺ
、
務
中
市
開
周
辺
の
各
市
町
:

j

A

V

問
令
:
i
花
開
油
ら
れ
る
人
口
流
動
な
ど
に
よ
る
叶
山
野
放
の
護
室
b
h
L

に
対
処
す
る
た
め
、
前
陣
内
の
皆
さ
ま
の
協
力
に
よ
わ
d
g
a
a
A
V

納

争

0

・4

醐
拘
る
く
豊
か
な
十
万
都
市
線
維
脱
会
開
国
噸
摘
し
決
意
を
新
ち
た
に
絞
酬
惜
の
努
カ
を
媛
け
る
所
段
闘
を
炎
附
叫
し
ま
し
た
e

a

e

争

開

開

発

計

額

つ

い

て

は

、

4

塁

線

車

線

網

、

ま

す

。

て

い

る

宅

地

鰯

霊

祭

と

し

て

轡
務
絞
設
援
な
ど
の
綴
滋
か
ら
ヱ
ま
た
、
宮
大
宮
去
岡
町
体
制
闘
激
滋
、
町
内
各
柏
崎
阿
見
合
計
し
Y
六
十
万

糊
潟
発
計
一
測
に
つ
い
て
取
し
上
事
も
少
し
滋
れ
て
お
争
ま
す
が
新
絞
殺
援
に
附
例
措
崎
止
を
も
っ
品
用
組
時
一
一
一
千
湾
、
六
千
w
M
況
十
世
議
、

胴
げ
ま
す
と
、
滋
在
、
円
日
本
生
宅
関
十
一
叫
何
年
総
ゅ
に
気
品
戒
を
予
定
土
柏
崎
げ
除
機
幾
制
塩
事
業
に
つ
い
て
約
二
万
六
千
人
の
人
口
増
泌
が

蜘
分
泌
が
間
側
発
し
て
い
る
滋
品
品
会
し
て
お
ち
ま
す
。
は
、

ζ

の
区
崎
明
約
二
十
万
録
会
話
れ
、
十
万
慈
市
も
近
い
将
来

附

問

機

に

つ

い

て

は

、

議

か

ち

と

の

捻

雲

襲

撃

に

終

予

定

し

、

車

華

字

ぎ

の

も

の

主

号

、

訟

の

ぎ

で

慨
宛
成
ま
で
に
券
常
に
長
い
和
十
月
っ
て
宅
地
線
発
給
さ
れ
た
場
合
計
上
し
て
あ
与
ま
す
が
、
間
関
係
片
山
、
昭
和
間
関
十
妥
時
間
悶
月
…
民

十
宮
市
討
し
ま
し
た
が
、
区
翻
盤
調
暗
室
掛
川
涜
す
る
と
、
千
二
百
役
帯
建
立
と
よ
く
綴
し
令
ぃ
、
回
議
案
制
し
て
市
総
務
行
の
援
組
を

…
何
事
粂
も
闘
機
に
進
み
、
住
宅
公
さ
γ
人
の
人
口
一
機
泌
が
見
込
ま
同
地
淡
を
制
官
て
お
ち
ま
す
。
も
っ
て
お
り
ま
す
。

内
磁
時
鰍
殺
の
暢
胤
師
陣
仲
間
宅
、
特
別
分
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
民
一
時
か
器
削
溺
し

劇
淡
仲
間
宅
二
千
三
一
月
七
十
戸
に
っ
と
の
措
国
会
に
、
務
総
数
絞
め

I
l

即
日
れ
は
お
M
Mけ
諸

討

襲

に

ふ

れ

て

み

ま

〈

永

交

通

網

の

完

備

に

よ

る

1

年
の
緩
漆
で
あ
れ
γ
、
対
町
田
開
発

.
J

同
?
に
入
線
認
了
の
ヰ

J

出
品
で
す
。
の
が

l
ポ
イ
ト
で
あ
る
本
件
v
h

‘I
i

:
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:
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?

t
J
S
〉

約

八

千

人

の

人

茸

リ

ば

念

品

一

日

夜

場

、

ノ

乏

な

対

臥

、

r1的

見

込

ま

れ

、

?

ゆ

つ

い

て

は

、

負

担

金

量

早

詰

け

忠

義

吃

聾

興

m

万

円

の

支

出

に

ち

、

ょ

う

号

令

'
s
‘

.e

竺
続
十
日
以

M
l
M十
れ
は
一
一
ぺ
総
;
れ
る
警
に
な
り
十
今
年
の
…
月
一
一
十
三
日
の
湖
の
燃
が
開
問
自
十
六
年
完
成
を

岬
年
緩
や
に
滋
附
叫
が
予
定
さ
れ
て

1
士
4

北
泌
総
減
税
削
自
動
訟
に
よ
h

ッ
、
渡
相
関
し
て
工
事
が
進
あ
ら
れ
て

山
内
い
ま
す
。

aH拙燃
A

現
金
文
山
山
は
、
大
き
な
為
市
…
蜘
叫
が
自
動
化
を
柊
号
、
あ
ら
お
ち
ま
す
が
、
そ
の
閣
に
お
い

酬
鷲
政
負
担
で
す
が
、
隣
国
札
潟
地
加
ゆ
る
一
応
で
笈
媛
、
関
緩
仇
切
に
狩
て
我
孫
子
?
給
総
に
恥
刺
殺
さ
れ

蜘
天
王
台
臨
臨
中
の
号
本
同
宿
線
な
ど
に
よ
る
受
の
発
線
量
と
な
っ
て
す
ま
る
貨
物
閥
抗
、
注
目
要
援
に
苗
手

間
整
理
事
業
時
代
詩
打
い
パ

r
v
J
K、
暮

芸

品

化

に

い

は

刊

誌

見

守

裏

献
と
の
事
業
十
五
万
凶
千
嫌
に
材
料
閥
抗
の
府
地
球
を
予
定
し
て
お
与
つ
い
て
は
二
地
設
孫
子
駅
ま
マ
ま
た
、
我
孫
平
子4
開絞杭舎の帆新利拙淡碑

脚静

w
t
7
‘=Ji参寺?，4'i-!，iEf多
き

i=Ih毛jt里
唱
品

=2iそe?tをl'ti電7歩
=2iをe?te't1宅?
争
量

2舎
fb-4i篭?
多
ミ

I

即砂v

一三ニ月八
n釘H
の輔綴璃柿挙帯僻符関珊双哨掛慈官鴎呉H

斗箭蕊七昨時吋から耐午γ
拡
後
拭
丹
六
臨
降
吋
ま
で
家
、
土
谷
熔
仙
泌
岨
…
絞
依
〉
上
の
描
祭
絞
怖
治
山
耕
紛
制
作
の
蜘
淡
鍋
椴
務
制
d

叩
叩
吋
守
、
附
隙
悶
将
丹
丹
吋
コ
…
十
.
九
九
苦
を
以
つ
行
な
わ
れ
ま
す
。
円
V

品
広
叩
私
設
然
防
は
糊
湖
北
交
際
〈
家
後
会
内
年
間
お
お
む
L

問
校
側
州
時
間
了
と
な
る
臨
時
器
用
委
員
机
筑
間
閥
均
僚
は
次
の
と
お
号
、
期
間
作
品
会
輸
措
絞
〉
日
以
上
の
柑
耕
作
に
従
事
、

明
薬
及
の
選
禁
荊
門
主
絞
り
の
わ

wv
主
役
墓
所
は
特
設
内
干
狩
…

v主
ハ
協
議
は
布
佐
中
学
校
〈
あ
と
主
義
仲
ケ
と
さ
れ
ザ

吋

ま

し

た

。

小

学

校

(

設

孫

子

池

波

〉

布

佼

全

地

区

〉

す

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

m

例
選
挙
の
然
臼
は
、
問
問
将
月
十
九
マ
沖
-
一
役
吋
熱
波
は
泌
孫
子
芳
ご
閥
均
奈
は
選
挙
会
と
開
門
憾
に
、
を
備
え
て
い
る
ゆ
刀
℃
も
、

伊
〈
金
銭
阜
で
、
管
室
関
門
小
学
校
釜
務
鍬
子
以
東
の
我
十
九
日
午
後
十
ぷ
吋
か
ら
我
孫
子
五

vn淡
夜
で
街
路

mv

十

一

一

円

悶

で

す

。

が

そ

の

と

k
に
つ
い

桝

氏

侯

檎

開

園

出

凶

議

開

閉

は

北

閉

が

の

た

カ

で

す

o

智
(
十
二
日
〉
か
ら
鶴
岡
燃
で

m

w

ζ

の
閲
の
午
翰
樹
八
湾
当
十
分

怒
ず
品
地
反
}
山
庁
一
小
学
童
謡
堂
一
で
行
な
わ
れ

V
L
r
一
コ
持
山
富
市
一
併
は
我
孫
チ
浄
一
一
…
ま
す
。

小
学
校
{
門
口
孫
、
後
均
.
青
山
州
農
業
安
留
民
会
議
関
州
淵
制
裁
・
に
お

仙嶋監
V

げ
る
爆
犠
地
慨
を
ふ
脅
す
る
者
は
.

V
分
間
悶
投
滋
再
開
時
弘
我
孫
子
市
パ
凶
閉
階
級
一
…
十
一
一
一
部
。
間
同
月
一
宮
以
前

小
学
的
世
(
換
一
戸
一
地
復
及
び
久
ゃ
に
牛
ふ
れ
た
方
で
、
十
γ
i
ル
以

投
噺
泊
昨
吋
間
関
凶
弘
、
十
九
日
の
換
を

減
砕
い
運
転

し
め
だ
そ
、
フ

改
築
に
伴
う
威
勢
広
域
、
品
品
門
M

m
骨内陣門
M

と
権
問
申
出
制
的
造
成
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
際
問
題
が
解
決
さ
れ
て

必
告
ま
せ
ん
。

本
町
に
お
け
る
二
組
淡
催
問
問
問

と
そ
静
物
的
際
化
」
安
祭
場
L
て

い
る
務
夜
、
捻
孫
子
家
摺
河
辺
mw

隊
内
売
が
・
大
き
な
問
問
題
と
な
っ
て

お
れ
ツ
ま
す
。

設
孫
子
取
晴
樹
関
市
抑
制
問
が
発
援
し

な
い
際
問
閥
的
吋
っ
と
し
て
、
京

女
中
心
・
と
す
る
遂
路
交
通
網
的

不
足
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
級
品
巾

の
異
常
な
発
燃
も
も
閥
抗
を
中
心

と
す
る
交
添
削
閉
め
発
織
に
よ
る

も
の
が
綴
も
火
台
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

本
町
の
人
口
が
、
簡
に
鴨
総
べ

た
と
お
ち
忽
描
哨
し
、
隣
町
的
v
m
惜

+
南
町
が
火
設
く
変
化
し
て
い
乙

う
と
し
て
い
る
浅
滋
の
中
で
、

新
し
い
檎
総
の
も
と
に
我
猟
Z
T

開
抗
議
広
場
の
拡
火
を
齢
制
号
、
ま

た
、
翁
寝
泊
聞
の
滋
燃
を
行
な
い

あ
ら
ゆ
る
ガ
磁
か
ら
母
パ
ス
路

線
を
柑
階
的
開
し
我
孫
子
駅
に
幹
細
び

つ
け
る
と
と
に
よ
っ
て
我
割
問
予

防
高
度
衡
の
擦
蜘
闘
が
針
ら
れ
る

も
の

ι胤
わ
れ
ま
す
の
で
、
常

終
抽
腐
の
緩
ん
な
線
化
を
地
問
会
に
、

総
檎
柄
欄
附
係
者
と
十
分
な
器
削
し
合

い
を
行
い
、
理
解
主
制
髄
カ
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
即
肌
調
同
浴
の
都

市
改
淡
ム
争
終
命
議
め
て
日
行
き
た

い
と
加
齢
い
ま
す
。

新
庁
舎
で
の

は
十
月
一
日

制
知
山
庁
合
建
設
に
つ
い
て
ふ
れ

て
み
る
主
、
現
在
的
出
品
会
は
、

建
設
田
町
和
五
年
と
い
う
務
総
で
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昭和 43年度 予防衛生実施計画
種 JJU 期 JJU ! 該 さ当 区 分 実施予定期 日 備 考

1 期|…~431jô 2 J'l2813までの出生児 43年 5 月 15 日 ~5 月 28B

1 11 i 43年 3 月 l 日 ~43年 7 月 31日" 43年10月 21 日 ~11月 1 日
定期予防接種種 痘 2 11 I 44年4月小学校入学児童 44年 2 月 12 日 ~2 月 25 日

3 11 I 44年3月 H 卒業児童 /〆

ジフテ担ア
3 期 I~年 4 月 が 入学児童 44年 2 月 19 日 ~2 月 25 日

定期予防接種一一一 一

4 11 I 44年 3月 H 卒業児童 11 

初 回 I 39弘7 月 1 日 ~40年 6 月 30日までの出生児 43年 7 月 11 日 ~7 月 25 日
勝パラチフス 定期予防接種

追加 1 初回完了者 (4 才~60才) 3 回接種11 

期 42年10月 1B~12月 31B までの出生児1 43年 4 月 11 日 ~6 月 713
定期予防接種

2 が 該当者なし
三種混合

11 I 43年 1 月 113~5 月 311ヨまでの出生児1 43年 9 月 18 日 ~11月 1513 3 回接種

2 11 I 41年 9 月 1 日 ~42年 3 月 31 日 11 

急性灰白
1 主E 42年 1 月 1 日 ~12月 31日までの出生児 43年 4 月 21 日 ~4 月 26 日

(生ワク)
1 11 43年 2 月 1 日 ~6 月 3013 11 43年 4 月 30臼 ~10月 4 日 定期予防接種

2 11 42年 1 月 1 日 ~12月 31 臼 11 11 

傷
1 期 i 小学校 1年生 l43年即日年1月辺

被 風
2 11 11 2年生 43年12月 9 日 ~21月 13 日

麻 し ん
Kワクチン1- 1- I 44年 1 月 27 日 ~1 月 29 日
L 11 11 rM年 3 月 3 日 ~3 月 513

一 一 一一一

日 本 脳 炎|生後3ヶ月以上の希望者 43年 6 月 10 日 ~6 月 28 日

イ ンプ jレェ γ ザ 11 43年11月 4 日 ~11月 29 日

乳 児 検 診 42年 1 月 1 日 ~12月 3113 までの出生児 43年 4 月 2 日 ~4 月 1013

検才 児 診 40年 1月 113~12月 31 日 H 43年 9 月 16 日 ~9 月 25 日

高 血 圧 検 診 40才以上の希望者 43年10月 1 日 ~10月 19 日

分 2金騒臼=布佐支所

育 児 相 毎 月

分 4木曜日、金陸自=中央公民館

種 JJU 実 施 指 定 期 日

ツ 反 昭和37年4月 2 日 ~43年5月 31 日の出生児 43年 8 月 26 日 ~9 月 11 日

B.C.G 陰性者及び疑陽性者 43年 8 月 28 臼~1O月 13 日

結核健康診断 X線撮影 一 般 住 民 43年10月 1 日 ~10月 19 日

精密検査 X線i最影の結果要精密者 43年12月上旬

事後指導 療養指導を要する者 44年 3月上旬

がん健康診断 35才以上の希望者 43年 8 月 20 日 ~8 月 23 日

畜犬登録及び予防注射 1 生後3ヶ月以上の議犬 43年4月 12 日 ~4月 1713 ・ 43年10月 11 臼~1O月 19日

環境衛生消毒 (2回) !町内全地域 43年 5 月~. 8月
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種
混
合
の

予

防

接

穣

吉
田
せ
き
、
ジ
フ
テ
H
J
7
、

破
傷
風
の
三
種
混
合
予
紡
接
種

を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
o

v該
当
者

一
期
ハ
三
回
接
種
〉

昭
和
四
十
二
年
十
月
一
日
よ
り

昭
和
四
十
一
一
年
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
出
生
児

マ
時
間

録
主
審
季
狂
犬
病
予
仕
切
注
射
を

次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す

料
金
は
受
録
料
、
注
射
料
な
ど

を
含
め
て
「
頭
に
つ
き
五
百
十

円
で
す
。
な
お
、
雨
天
の
場
合

犬

の

登

録

と

は

あ

ら

た

め

て

、

実

施

日

時

を

予
防
注
射
の
お
知
ら
せ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
田
十
三
年
度
の
畜
犬
登

会場

我孫芋可平瓦i~民館
我孫子町中央公民館

我孫子第二小半校

我孫子ー第三小学校

i胡 ;jt f~~ ずf 国

平日係宏保有国

待 z長霊訪Zi草 書
み 賢人い認はい運 f帽

適 期 格 員 。 転 、 た転 運

接 iこ給 浪 十 十 四 霊童主Z募警
のつ与で四五八名 主 書す、 干
うい、月才才 で を。次 の

ゑEz 古書E t芸 2 集
定商他ま二 でしお

一回目 |二回目 !三回目 |怒号y.1l!f壱

4月11日 1 5月 7131 6月4日|己手蔓毛嘉

正百121Tl5月 8816月 5臼| 。雪無 t 
4月15111 5月 61I 1 6月 3日| 埜料 z 
4月1511 1 5月 611 1 6 rl 3日|垂-

4片16日 15月 9LI 1 6月 6日| て Z
4月1711I 5月1011I 6月DIJ ~ ~ 

4月間|火|言 VJ若|i!:113:i1

4吋水|れ明義|iU凶器

4月18日|木 I~'#~~l3\ it I認:ikii:11

対日|際日|場 所 | 時 間

4月12日|金 I!i!秀観音意 |10.00~11.ω
I -.m. I市除下公民館 113.00-15.00

4月13日|土 1;布佐支所 110.00-12.00

4月15日|月 下・ヶ戸商音寺 110.00-11.30
柴崎神社 113.00-15.00

556 




